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資料３－２

２１世紀出生児等縦断調査(２０～３０歳代男女縦断調査(仮称))の概要について

１． 調査の目的

本調査は、これから結婚や出産を迎えようとしている者や現在子育てを

している者など２０歳から３９歳の男女の実態を継続的に観察することに

より、少子化対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等の基礎資料を得

ることを目的とする。

２． 調査の対象及び客体

全国の２０～３０歳代の男女を対象とし、平成１３年国民生活基礎調査

において把握された者を調査の客体とする。

３． 調査の期日

平成１４年７月又は１１月頃

４． 主な調査事項

○家族構成

○家計の状況

○住居の状況

○就業の状況

○健康の状況

○夫婦の家事・育児の分担状況

○意識

○子育て環境づくり（施策）の利用状況

５． 調査の方法

調査員による調査協力依頼及び調査票の配布



仕事と子育ての両立のための雇用環境の整備

安心して子どもを産み、ゆとりをもって健やかに育てるための
家庭や地域の環境づくり

子育てを支援する住宅の普及など生活環境の整備

固定的な性別分業や職場優先の企業風土の是正

子どもが夢を持ってのびのびと生活できる教育の推進

○意識や行動の変化の過程
並びに事象間の因果関係を
把握

・仮説の検証
・きめ細かなニーズの把握
・施策の効果を把握

性別役割分業

結婚観

子供観

就業状況

家族構成

卒業

就職

結婚

出産

利用者の多様な需要に対応した保育サービスの整備

行動

施策

実態

（少子化対策）

集計・分析

横断調査：一時点における分布を調査

意識

縦 断 調 査 の 構 造

２

健康状況
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２１世紀出生児等縦断調査の概要

政 策 課 題（少子化対策）

１．固定的な性別役割分業や職場優先の企業風土の是正

２．仕事と子育ての両立のための雇用環境の整備

３．安心して子どもを産み、ゆとりをもって健やかに育てるための

家庭や地域の環境づくり

４．利用者の多様な需要に対応した保育サービスの整備

５．子どもが夢を持ってのびのびと生活できる教育の推進

６．子育てを支援する住宅の普及など生活環境の整備

集
計
及
び
分
析

○意識及び行動の変化の過程並びに事象間の因果関係の把握

・ 仮説の検証

・ きめ細かなニーズの把握

・ 施策の効果の把握

調

査

事

項

• 家族構成

• 家計の状況

• 住居の状況

• 就業の状況

• 健康の状況

• 夫婦の家事・育児の分担状況

• 父母の生活習慣

• 意識

• 子育て環境づくり（施策）の利用状況

２１世紀出生児等縦断調査

２１世紀出生児縦断調査 ２０～３０歳代男女縦断調査

人口動態調査を利用 国民生活基礎調査を利用

・ ２００１年出生児の成長過程

の継続的な把握

・ 育つ環境の変化

・ 育てる状況の変化

（※平成１３年から実施）

・ ２０～３０歳代男女の基礎的情報

の継続的な把握

・ 結婚、出産及び就業の状況の変

化

・ 意識と行動の変化
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